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（技術士事務所 稲葉 IT ガバナンス研究所 脱炭素 DX モニタリング） 

週刊 脱炭素 DX ニュースウォッチ 2025（日経 XTech 編） 

第 23 号：2025 年 9 月 1 日（月）～ 2025 年 9 月 7 日（日）報道分  

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

週刊 脱炭素 DX ニュースウォッチ 2025（日経 XTech 編）の第 23 号を配信いたします。 

月曜から日曜までの 1 週間に掲載された日経 XTech のオンライン記事から、「気候変動」や「脱炭素」、「再生可能エ

ネルギー」などについて情報・技術・イノベーション活用関連の記事をピックアップし、原則毎週月曜日に掲載しています。 

 

＜目次＞ 

▢ 9/1（月） 

▢ 9/2（火） 

▢ 9/3（水） 

▢ 9/4（木） 

▢ 9/5（金） 

▢ 9/6（土） 

▢ 9/7（日） 

 

ピックアップ記事一覧（全件） 

先週 1 週間（月～日）の気候変動、脱炭素、再エネについて情報・技術・イノベーション活用関連記事をピックアップし

た結果について、以下にその全件の記事を時系列で掲載いたします。 

*1) タイトル行をクリックすると日経 Xtech の該当記事 URL に移動しますが、記事を読むために日経 XTech の有料ア
カウントを契約している必要があります。 

*2) 各記事のタイトルに続いて、編集者が生成 AI（ChatGPT）と対話をしながら作成した数行の要約文章を記載し
ています。 

 

▢ 9/1（月） 

該当記事なし 

目次へ 

▢ 9/2（火） 

【9/2・日経 XT】 成長分野の先端企業 5 選 第 7 回 建設業や自動車産業で注目集まる「自己修復材料」、Xilloc

は医療用インプラントに活用 Zuva 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/03088/082800011/ 

自己修復材料は、損傷を自律的に修復して製品寿命を延ばし、廃棄物削減や資源効率向上に貢献する次世代素

材です。建設業や自動車、航空宇宙など幅広い産業での応用が期待され、各国政府も研究を支援しています。オラン

ダの Xilloc は積層造形とバイオマテリアルを組み合わせ、自己修復機能を持つ医療用インプラントを開発。摩耗や腐食

を抑え、長寿命で合併症リスクの少ない次世代インプラントとして注目を集めています。 

 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/03088/082800011/


【9/2・日経 XT】 ニュース解説：土木 積極 M＆A の大林組、買収経験豊かな佐藤社長「動かなければ 30 年後も

変わらない」 大林組社長兼最高経営責任者（CEO） 佐藤 俊美氏 星野 拓美 日経クロステック／日経コンストラ

クション 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00142/02375/ 

大林組の佐藤俊美社長は、国内建設市場の限界を見据え、積極的な M＆A で事業領域拡大を進めています。従来

は北米建設会社の買収で海外事業を強化してきましたが、近年は再生可能エネルギーや製材、データセンターなど異業

種にも進出しています。国内建設依存を脱し、新領域での成長を目指すことで、長期的に持続可能な企業規模拡大

を実現する構想を示しています。 

目次へ 

▢ 9/3（水） 

【9/3・日経 XT】 技術トレンドを反映した企業戦略の策定法 第 6 回 何のための AI 施策なのか、目的と価値を明

確に 技術トレンドを加味した戦略策定法 金谷 敏尊 アイ・ティ・アール 取締役／リサーチ統括ディレクター／プリンシ

パル・アナリスト 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/03149/082700007/ 

企業が生成 AI をはじめとする技術トレンドを戦略に取り込む際には、導入自体を目的化せず、対象や目的を明確に定

義することが重要です。戦略施策は収益性向上や売上拡大など具体的な価値創出と結び付け、経営方針と一貫性を

持たせる必要があります。また、財務シミュレーションや PoC などの検証を通じて収益目標の実現可能性を確保すること

が、持続的な企業価値向上につながるとされています。 

 

【9/3・日経 XT】 ニュース解説：土木 建設機械の CO2 排出量を自動算出、飛島建設が見守りサービスを転用して

開発 筒井 爽人 日経クロステック／日経コンストラクション 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00142/02383/ 

飛島建設は、子供や高齢者向けの見守りサービスを応用し、建設機械の稼働状況を把握して CO2 排出量を自動算

出するシステムを開発しました。建機に磁石で装着する振動センサーとクラウド、専用 Web アプリを連携させ、従来手作

業で行っていた稼働時間記録を不要にしました。これにより入力ミスを防ぎ、効率的かつ正確に排出量を把握できます。

すでに現場導入が始まっており、今後はスコープ 3 管理との連携も視野に展開を進める方針です。 

目次へ 

▢ 9/4（木） 

【9/4・日経 XT】 研究員の眼 ペロブスカイト太陽電池は官民連携で守り抜く 経産省が示した決意 加藤 伸一 日

経 BP 総合研究所 クリーンテックラボ 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00257/00070/ 

経済産業省は、ペロブスカイト太陽電池を日本の再エネ戦略の中核として官民連携で支援する方針を示しました。結晶

シリコン型で海外勢に敗れた反省を踏まえ、需要創出と量産体制をスピード感をもって確立することを重視しています。薄

く軽い特性を生かし都市部の建物など新たな設置場所での普及を後押しし、補助金で初期需要を掘り起こすとともに、

国内サプライチェーン整備や 1GW 級工場建設も支援します。脱炭素電源を国力と位置付け、商業面でも世界で勝つ

決意を示しています。 

 

【9/4・日経 XT】 高まる夏型結露リスク 第 7 回 非住宅建築物でも生じる夏型結露、鹿島の対策は仕様の見直しと

除湿の徹底 守山 久子 ライター 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/03303/081900007/ 
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近年の気候変動により非住宅建築物でも夏型結露のリスクが高まっています。東京都では過去 24 年で露点温度が上

昇し、従来結露しなかった床や地下空間でも発生するようになりました。対策としては、夏季は除湿、冬季は断熱で表面

温度を露点温度より高く保つことが基本です。鹿島建設では低温室周辺で外気浸入を防ぎ、除湿機や循環ファン、再

熱機能を活用して湿度を制御し、結露防止と安全性の確保を実現しています。 

 

【9/4・日経 XT】 ニュース解説：建築・住宅 米国で人気の屋内栽培イチゴ、巨大植物工場の標準化狙う日本人

CEO に直撃 Oishii Farm CEO 古賀 大貴氏 山﨑 颯汰 日経クロステック／日経アーキテクチュア 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00154/02547/ 

米 Oishii Farm の古賀大貴 CEO は、植物工場による屋内イチゴ栽培の標準化を目指しています。米国の「メガファー

ム」では栽培棚の自動移動や精密な環境制御により安定した品質を確保し、再生可能エネルギーや水循環でサステナ

ブルな運営を実現しています。日本では羽村市に研究拠点を設置し、建築や設備、通信などの企業と連携して技術の

標準化を進め、グローバル展開を視野に効率的で高品質な植物工場の普及を図ります。 

目次へ 

▢ 9/5（金） 

【9/5・日経 XT】 ニュース解説：建築・住宅 建材の「循環性」を数値で評価、竹中工務店らが業界共通の新基準を

作成 奥山 晃平 日経クロステック／日経アーキテクチュア 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00154/02550/ 

竹中工務店と DesignFuture Japan は、建材の循環性を定量的に評価する業界共通の新基準を作成しました。建

材の製造段階での再利用可能原料の使用率「サーキュラーインフロー率」と廃棄段階での再利用率「サーキュラーアウト

フロー率」を指標とし、リサイクル手法ごとの割合も加味しています。これらのデータは「マテリアルバンクジャパン」の検索シス

テムに組み込み、2025 年 10 月から試験利用を開始し、将来的には全会員が活用可能となり、建設業界の循環経

済推進を支援します。 

 

【9/5・日経 XT】 記者の眼 太陽光発電への「批判」に 5 つの Q＆A で反論 野澤 哲生 日経クロステック／日経エレ

クトロニクス 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00138/090401844/ 

最近の太陽光発電に対する SNS や動画サイトでの批判には、事実に基づかない誤情報が多く含まれています。筆者は

典型的な 5 つの批判に反論し、例えばパネル面積は国土のごく一部で発熱も一般屋根材と大差なく、製造コストや

CO2 排出量も技術進歩で大幅に低減していること、さらに効率の高い太陽電池の活用で実用性が十分あることを示し

ています。これにより、根拠のない批判は事業の健全な成長を阻害すると指摘しています。 

目次へ 

▢ 9/6（土） 

該当記事なし 

目次へ 

▢ 9/7（日） 

該当記事なし 

目次へ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

（技術士事務所 稲葉 IT ガバナンス研究所 脱炭素 DX モニタリング） 

週刊 脱炭素 DX ニュースウォッチ 2025 第 23 号：9/8 配信 
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編集者：稲葉 裕一（principal@inaba-itgl.com） 

ご意見・ご要望やお気づきの点があれば、編集者までご連絡ください 
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